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	川田テクノロジーズ、社会課題の解決を目指し、オリィ研究所と資本業務提携
	川田テクノロジーズはオリィ研究所の理念と取組みに賛同し、2019年より分身ロボットカフェへの協賛、2020年には「テレバリスタプロジェクト※」の共同開発を始めるなど、両社の関係を構築してまいりました。
	このたびの資本業務提携により、この共同開発のさらなる発展を推し進めるなど両社の持つテクノロジーの相乗効果を図り、両社製品が社会実装されることで、SDGsに代表される社会課題の解決を目指します。
	※テレバリスタプロジェクトとは
	【両社代表コメント】
	・川田テクノロジーズ株式会社　代表取締役社長　川田 忠裕
	この度、オリィ研究所様への資本参加と業務提携ができましたこと、大変嬉しく思っています。 　当社では、グループ企業であるカワダロボティクスを中心に少子高齢化・生産年齢人口減少という我が国の深刻な社会問題を、人型ロボット技術を使って乗り切るべく技術開発を進めてまいりました。 　一方、オリィ研究所様では、分身ロボット「OriHime」の活用で素晴らしい実績を重ねてこられています。ありがたいご縁で、これまでも吉藤代表をはじめとするオリィ研究所の方達と交流を重ねてまいりましたが、両社が力を合わせることでさら...
	・株式会社オリィ研究所　代表取締役 CEO　吉藤 健太朗
	この度、川田テクノロジーズ様と資本・業務提携を締結させていただきました、オリィ研究所代表の吉藤です。
	川田テクノロジーズ様とはこれまでも分身ロボットカフェプロジェクト、現在進行中のテレバリスタプロジェクトを通し、共に障害があり外出困難な人達の社会参加を目指してまいりました。特にテレバリスタのプロジェクトは、重度障害をもった人達が操作できるOriHimeと、工場でのライン作業など細かな制御ができるNEXTAGE（ネクステージ）とのコラボレーションにより、身体が動かなくなった人が自分らしいサービスを提供する事ができる遠隔サービスです。
	今回の提携により、より両社の技術と事業の発展、「人類の孤独の解消」というミッションへ邁進してまいります。

